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④現地で重機や薬剤等を使わず,環境保護にも配

慮できる.

⑤広い粒度分布を示す試料,特に砂礫を含む未

固結試料の堆積構造を観察する際有効な手法

である.

⑥パイプ容器を長くすることにより,1m程度まで

の不撹乱柱状試料を採取できる.

⑦自在に厚みを持った定方位試料を作成できるの

で,古流向が容易に計測できる.

⑧残りの試料は,堆積構造や粒度に対応させて各

種分析用に用いることができる.

しかし,このPP法試料採取の唯一の欠点は,パ

イプ容器を打ち込む際の柱状試料の短縮率の問題

である.我々の調査では,通常の泥や砂礫では短

縮はほとんど認められなかった.しかし,霧多布湿

原において広く観察されるようなふわふわの泥炭

は,70%程度に短縮する結果となった.また,木

の根などの障害物により,試料の一部が乱れる事

態も発生した.このような問題があるにしても,簡

易に地下水下の泥や砂,礫などを大口径がつ不撹

乱試料として採取し,堆積構造を定方位で観察す

ることができるPP法は,有効な調査手法である.

なお,この方法とよく似た柱状試料採取法は米

地質調査所のAlanNelson氏寺によっても行われ

ているらしい.詳細は下記の太田(1999)の116ぺ

一ジをご参照頂きたい.
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第4て同科学技術映像祭参加作品募集

◇科学技術に関する優れた映像を選奨する,科学技術映像祭の参加作品を募集.

◇分野は｢科学教育｣｢科学技術｣｢医学｣｢学術研究｣｢ポピュラｰサイエンス｣の5部門.

◇参加資格は,日本所在の製作者･企画者(スポンサｰ)･テレビ局･学術研究機関･及び個

人の製作により,1999年2月1日一2000年1月31日までに完成または放映した映像作品.

◇募集期間は1999年12月末～2000年1月31日まで.3月中旬に内閣総理大臣賞(予定),科

学技術庁長官賞(予定)等の入選作品を発表.詳細は下記ホｰムペｰジをご覧下さい.

問合せ先:日本科学技術振興財団四村
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URL:http://ppdjsf.or.jp/ξhinko/pro/s-m/index.htm
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